
基盤整備方針

東京五輪東アジア文化都市

Ｈ29年度
（2017年）

Ｈ30年度
（2018年）

Ｈ31年度
（2019年）

Ｈ32年度
（2020年）

早期の実現を目指す事業

西口駅前地区事業 西口駅前広場の再編整備

周辺都市再生事業

都市の玄関口の形成・歩行者空間の拡大

明治通り・東口駅前広場の再編整備

グリーン大通りの歩行者広場化

結節機能の強化・歩行者空間の拡大

東西連絡通路（北デッキ・南デッキ）整備

地上・地下結節空間整備

東西都市軸の形成・回遊性の向上

東口街区再編整備

東池袋一丁目地区事業など

歩行者ネットワークの拡大

防災まちづくり事業

造幣局地区市街地整備事業

都市防災機能の強化

中長期的に実現を目指す事業

目標年次
2035年

アート・カルチャーの活
動を国内外に発信する多
様な『都市の顔』の形成

1

池袋駅とまちの
多面的な連携を支える
『東西都市軸』の形成

多彩な界隈をつなぐ
歩行者回遊性の向上　　　　

東西駅前広場空間の
役割分担を踏まえた
交通結節機能の強化･再編

歩行者優先の都市空間を
支える交通ネットワーク
の整備

次世代へつなぐ
都市の防災機能・
環境性能の向上

2

3

4

5

6

基盤整備の目標の実現

駅
施
設

主
な
基
盤

都
市
開
発
事
業

整備完了

中間まとめ

整備完了（西武鉄道）

着工 整備完了

方針策定

整備完了（東武鉄道）

グランドオープン新ホールオープン

完成

着工 整備完了

竣工着工

開通

調査等開通

着工 整備完了

運行開始

都市計画手続

都市計画手続

都市計画手続

※本スケジュールは現段階での想定であり、今後の関係協議等により変更になる可能性があります。

ホームドア整備

サイン整備

池袋駅西口地区事業

西口公園再整備

南池袋二丁目Ｃ地区事業

Hareza池袋（旧庁舎跡地プロジェクト）

西武鉄道池袋ビル

びっくりガード上空デッキ

中池袋公園再整備

東池袋一丁目地区事業

補助８１号線整備

環状５の１号線整備

造幣局地区防災公園整備

新たな移動サービス（バス）の導入

着工

※記載内容は今後の関係者協議や検討により、変更となる可能性があります。

継続的な
事業展開
により
目標を実現

都市再生事業
の具体化・
環状５の１号線
の開通などを
契機に
次のステップへ

１．都市基盤の整備に関する調整と効果的な事業推進

・主要な都市基盤整備（駅前広場、歩行者デッキ、道路の広場化、駅施設の防災対策等）の
事業化に向けて、豊島区を総合調整役とした関係者間の協議組織を設置し、計画と事業の
調整を推進する。

・この協議体では、複数の民間都市開発事業に伴う都市基盤の整備を連続して効果的に実現
していくため、計画やスケジュール等の調整を図るとともに、事業手法、役割分担、費用
負担について整理する。

・また、上記事業の進捗状況の他、池袋駅周辺地域内の都市再生事業の動向や特区活用状況等、
さらに、交通や情報に関する技術的な進歩等に応じて、「基盤整備方針」を更新していく。

２．段階的な都市再生事業をつなぐ一体的な都市基盤整備の事業スキームの構築

・事業スケジュールが異なる複数のプロジェクトの連携により実現する都市基盤整備を一体
的かつ効果的に実現するため、公共貢献資金を一時的にプールし、事業実施に併せて拠出
する基金を設置するなど、事業のタイムラグを埋める仕組みを構築する。

・都市再生特別地区や都市開発諸制度等による公共空間整備にあわせ、国、東京都、UR都
市機構などの支援や基金などを活用することにより、質の高い都市基盤施設整備を効率的
に推進していく。

事業化に向けた取組み

７．基盤整備の流れ


